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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 297/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/658    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  53/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  297/08     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   21/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/10     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    4/658    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   53/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月12日(2017.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２３℃ｎ－デカンに可溶な部分（Ｄｓｏｌ）５～８０重量％と２３℃ｎ－デカンに不溶
な部分（Ｄｉｎｓｏｌ）２０～９５重量％とから構成され（ただし、ＤｓｏｌとＤｉｎｓ
ｏｌの合計量は１００重量％である）、
　以下の要件［１］～［６］を同時に満たすことを特徴とするプロピレン系ブロック共重
合体。
　［１］Ｄｓｏｌのプロピレン含量が３０～８０ｍｏｌ％
　［２］Ｄｓｏｌの極限粘度［η］（ｄｌ／ｇ）が１．５以上１０．０以下
　［３］Ｄｉｎｓｏｌの重量平均分子量（Ｍｗ）と数平均分子量（Ｍｎ）の比であるＭｗ
／Ｍｎが７～１５、ｚ平均分子量（Ｍｚ）と重量平均分子量（Ｍｗ）の比であるＭｚ／Ｍ
ｗが４～１０
　［４］ＤｉｎｓｏｌのＧＰＣ測定によって得られる微分分子量分布曲線におけるＬｏｇ
Ｍが２～４の範囲にピークを有する
　［５］Ｄｉｎｓｏｌのペンタド分率（ｍｍｍｍ）が９３％以上
　［６］プロピレン系ブロック共重合体のＡＳＴＭ　Ｄ１２３８Ｅに準拠して荷重２．１
６ｋｇ、温度２３０℃で測定したメルトフローレート（ＭＦＲ）が２５～３５０ｇ／１０
ｍｉｎ
【請求項２】
　２３℃ｎ－デカンに可溶な部分（Ｄｓｏｌ）は、プロピレンと、エチレンおよび炭素原
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子数４～２０のα－オレフィンから選ばれる一種以上のオレフィンとからなる共重合体ゴ
ムを５０重量％より大きく１００重量％以下で含み、
　２３℃ｎ－デカンに不溶な部分（Ｄｉｎｓｏｌ）は、プロピレン９８．５～１００ｍｏ
ｌ％と、エチレンおよび炭素原子数４～２０のα－オレフィンから選ばれる一種以上のオ
レフィン０～１．５ｍｏｌ％とからなる結晶性プロピレン系（共）重合体を５０重量％よ
り大きく１００重量％以下で含むことを特徴とする請求項１に記載のプロピレン系ブロッ
ク共重合体。
【請求項３】
　チタン、マグネシウム、ハロゲン、下記式（１）で特定される環状エステル化合物（ａ
）および下記式（２）で特定される環状エステル化合物（ｂ）を含む固体状チタン触媒成
分（Ｉ）と、
　周期表の第１族、第２族および第１３族から選ばれる金属原子を含む有機金属化合物（
ＩＩ）と、
　下記式（３）で表される有機ケイ素化合物（ＩＩＩ）
の存在下で、予備重合触媒［Ａ］を調整後、
　前記予備重合触媒［Ａ］、前記有機金属化合物（ＩＩ）および前記有機ケイ素化合物（
ＩＩＩ）の存在下でプロピレンを含有するオレフィンを重合することを特徴とする請求項
１または２に記載のプロピレン系ブロック共重合体の製造方法。
【化１】

（式（１）において、ｎは５～１０の整数である。
　Ｒ2およびＲ3はそれぞれ独立にＣＯＯＲ1またはＲであり、Ｒ2およびＲ3のうち少なく
とも１つはＣＯＯＲ1である。
　環状骨格中の単結合（Ｃ－Ｃb結合、Ｒ3がＣＯＯＲ1である場合のＣa－Ｃb結合、およ
びＣ－Ｃ結合（ｎが６～１０の場合））は、二重結合に置き換えられていてもよい。
　Ｒ1は、それぞれ独立に炭素原子数１～２０の１価の炭化水素基である。
　複数個あるＲは、それぞれ独立に水素原子、炭素原子数１～２０の炭化水素基、ハロゲ
ン原子、窒素含有基、酸素含有基、リン含有基、ハロゲン含有基およびケイ素含有基から
選ばれる原子または基であり、互いに結合して環を形成していてもよいが、少なくとも１
つのＲは水素原子ではない。
　Ｒが互いに結合して形成される環の骨格中に、二重結合が含まれていてもよく、該環の
骨格中に、ＣＯＯＲ1が結合したＣaを２つ以上含む場合は、該環の骨格をなす炭素原子の
数は５～１０である。）
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【化２】

（式（２）において、ｎは５～１０の整数である。
　Ｒ4およびＲ5はそれぞれ独立にＣＯＯＲ1または水素原子であり、Ｒ4およびＲ5のうち
少なくとも１つはＣＯＯＲ1である。
　Ｒ1は、それぞれ独立に炭素原子数１～２０の１価の炭化水素基である。
　環状骨格中の単結合（Ｃ－Ｃb結合、Ｒ5がＣＯＯＲ1である場合のＣa－Ｃb結合、およ
びＣ－Ｃ結合（ｎが６～１０の場合））は、二重結合に置き換えられていてもよい。）
　　Ｓｉ（ＯＲ1）3（ＮＲ2Ｒ3）　・・・（３）
（式（３）において、Ｒ1は炭素原子数１～８の炭化水素基、Ｒ2は炭素原子数１～１２の
炭化水素基または水素、Ｒ3は炭素原子数が１～１２の炭化水素基を示す。）
【請求項４】
　前記式（１）および／または（２）において、前記環状骨格中の炭素原子間結合のすべ
てが単結合であることを特徴とする請求項３に記載のプロピレン系ブロック共重合体の製
造方法。
【請求項５】
　前記式（１）および／または（２）において、ｎ＝６であることを特徴とする請求項３
に記載のプロピレン系ブロック共重合体の製造方法。
【請求項６】
　前記環状エステル化合物（ａ）が下記式（１ａ）であり、前記環状エステル化合物（ｂ
）が下記式（２ａ）であることを特徴とする請求項３に記載のプロピレン系ブロック共重
合体の製造方法。
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【化３】

（式（１ａ）において、ｎは５～１０の整数である。
　環状骨格中の単結合（Ｃ－Ｃ結合（ｎが６～１０の場合）、Ｃa－Ｃ結合およびＣb－Ｃ
結合）は、二重結合に置き換えられていてもよい。
　Ｒ1は、それぞれ独立に炭素原子数１～２０の１価の炭化水素基である。
　複数個あるＲは、それぞれ独立に水素原子、炭素原子数１～２０の炭化水素基、ハロゲ
ン原子、窒素含有基、酸素含有基、リン含有基、ハロゲン含有基およびケイ素含有基から
選ばれる原子または基であり、互いに結合して環を形成していてもよいが、少なくとも１
つのＲは水素原子ではない。
　Ｒが互いに結合して形成される環の骨格中に二重結合が含まれていてもよく、該環の骨
格中に、ＣＯＯＲ1が結合したＣaを２つ以上含む場合は、該環の骨格をなす炭素原子の数
は５～１０である。）
【化４】

（式（２ａ）において、ｎは５～１０の整数である。
　Ｒ1は、それぞれ独立に炭素原子数１～２０の１価の炭化水素基である。
　環状骨格中の単結合（Ｃ－Ｃ結合（ｎが６～１０の場合）、Ｃa－Ｃ結合およびＣb－Ｃ
結合）は、二重結合に置き換えられていてもよい。）
【請求項７】
　前記式（１ａ）および（２ａ）において、前記環状骨格中の炭素原子間結合のすべてが
単結合であることを特徴とする請求項６に記載のプロピレン系ブロック共重合体の製造方
法。
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【請求項８】
　前記式（１ａ）および（２ａ）において、ｎ＝６であることを特徴とする請求項６に記
載のプロピレン系ブロック共重合体の製造方法。
【請求項９】
　前記重合が、プロピレン並びに、必要に応じてエチレンおよび炭素原子数４～２０のα
－オレフィンから選ばれる一種以上のオレフィンを（共）重合する重合工程１と、
　プロピレン並びに、エチレンおよび炭素原子数４～２０のα－オレフィンから選ばれる
一種以上のオレフィンを共重合する重合工程２と
を連続的に実施することにより行われることを特徴とする請求項３～８のいずれか１項に
記載のプロピレン系ブロック共重合体の製造方法。
【請求項１０】
　前記重合工程２が、プロピレンと、エチレンおよび炭素原子数４～２０のα－オレフィ
ンから選ばれる一種以上のオレフィンとを１段階で重合する工程であることを特徴とする
請求項９に記載のプロピレン系ブロック共重合体の製造方法。
【請求項１１】
　請求項１または２に記載のプロピレン系ブロック共重合体と、無機充填剤および／また
はエラストマーとを含んでなるプロピレン樹脂組成物。
【請求項１２】
　請求項１または２に記載のプロピレン系ブロック共重合体を含んでなる成形体。
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